
 

地盤高解析図 （航空写真解析結果） 

【凡例】 
□   ：ダイオキシン類基準超過範囲 
青数字：標高（TP）ｍ 
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昭和５０年（昭和 22 年との比較）  

【凡例】 
□   ：ダイオキシン類基準超過範囲 
□内数字：昭和 22 年度比による下がり深度（ｍ） 

※今回、昭和 22 年度地表面より高い地点は無かった。 

【大門小学校 ： 大正 15 年開校～現在】 
昭和 28、59 年、平成 22 年：TP+0.9m 
昭和 50 年：TP+1.3m 

  ⇒解析誤差とし、すべての年を TP+0.9m とし、

標高差を算出した。 



 

昭和５９年（昭和 22 年との比較）  
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平成２２年（昭和 22 年との比較）  
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	【参考資料６】地盤高の推移(前半)（公共水準点追加）
	【参考資料６】地盤高の推移(後半)（大門小追加）

